
�

��
�

国බ立大学における大学入試センター試㦂の選抜機能�
――合ྰỴ定における大学入試センター試㦂の重みにࡘいて――�

�
▼上�ṇᩄ，倉元�直樹（ᮾ大学㸧�

�
大学入試センター試㦂は，その機能の評価が༑ศに行ࢀࢃないまま新ඹ通テストに⛣行さࢀようと

している。本研究では個ู試㦂との㓄Ⅼẚおよࡧ┦関関ಀ，合ྰ入᭰ࡾ⋡という㸱ࡘのほⅬから国බ

立大学におけるセンター試㦂の選抜機能に対する定㔞的評価を試みた。その結果，センター試㦂重ど

の大学・学部学科系⤫が多いことがศかࡗた。またᮾ大学においては，個ู試㦂がセンター試㦂の

選抜機能を⿵する役割をᢸࡗていること，㓄Ⅼẚをኚ᭦しても大きな合ྰの入᭰ࡾࢃが㉳こらない

ことが☜認さࢀた。୍⯡に，ྛ大学の選抜性の⛬度にかかࢃらࡎ，大学入試センター試㦂の成⦼がそ

の合ྰỴ定にえるᙳ㡪の大きさは定さࢀている以上のྍ能性が࠶る。�
�

� ၥ㢟┠ⓗ 

高大接続改革の୍⎔として大学入学ඹ通テスト（以

ୗ，「ඹ通テスト」という㸧が����ᖺ度入試からᑟ入

さࢀることとなࡗた。᪤に２回の試行調査（プࣞテス

ト㸧が実施さࢀ，ᑟ入に向けた‽ഛが㐍ࢇでいる。ඹ

通テストの大きなᰕとして「国ㄒ」「ᩘ学Ϩ・㸿」等に

おけるグ㏙ᘧၥ題のᑟ入，ⱥㄒの㸲ᢏ能の評価にࡘい

て，Ẹ間事業者等の㈨᱁・᳨定試㦂の活用がᥖࡆらࢀ

ている（高大接続システム改革会議，����㸧୍方，実

施・運営なにおいてᵝ々な課題がᣦさࢀている。

≉に，大学入試センター試㦂（以ୗ，「センター試㦂」

という㸧が果たしてきた役割に対する総合的な᳨ドな

しにセンター試㦂をᗫṆし，ඹ通テストがᑟ入さࢀる

ことに関しては，大きなᏳとᙉいᠱᛕがᣔえない（例

えࡤ，倉元，����㸧。 

そこで，本研究では，国බ立大学において，センタ

ー試㦂がྛ大学の個ู試㦂とేせて，大学入学者選抜

の機能をのように果たしてきたのか，いࡘࡃかの定

㔞的なᣦᶆを基に改めて評価することを試みる。�
�
� ᪉ἲ 

本研究は大きࡃ㸱ࡘの部ศにศけらࢀる。 

まࡎ，国の国බ立大学にࡘいて大学入試センター

試㦂の㓄Ⅼとそࢀࡒࢀの大学の個ู学力᳨査（以ୗ，

「個ู試㦂」という㸧の㓄Ⅼを⥙⨶的に調査し，その

ഴ向をᢕᥱする。そこから外ᙧ的にྛ大学の入学者選

抜におけるセンター試㦂の重ど度を᥎し る。 

次に，ᮾ大学の㐣ཤの入学者選抜のࢹータを用い

て，センター試㦂のᚓⅬと個ู試㦂のᚓⅬを調るこ

とで，センター試㦂と個ู試㦂の関ಀにࡘいて考える。 

さらに，センター試㦂のᚓⅬと個ู試㦂のᚓⅬの㓄

Ⅼẚをኚ化させるとのように合ྰ入᭰ࡾが⏕ࡎるの

か，ල体的なࢹータによる事例を♧し，センター試㦂

の選抜機能にࡘいて考ᐹする。 
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ྛ国බ立大学にࡘいて，ເ㞟༢位ࡈとのセンター試

㦂と個ู試㦂のそࢀࡒࢀの㓄Ⅼにࡘいてまとめた。と

・ーション࣏ࣞーࢥッセࢿ࣋，てはࡗまとめにᙜたࡾ

㥴ྎணഛᰯの「ࢹータࢿット����」のࢹータを用し

た（ࢹータࢿット実行ጤဨ会，����㸧。用ࢹータは，

๓ᮇ日⛬に㝈定し，๓ᮇ日⛬でࡗ࠶ても個ู学力᳨査

を実施せࡎにᑠㄽ文，面接，実ᢏ等を用するሙ合は

㝖いた。後ᮇ日⛬にࡘいては，ເ㞟༢位がᑠつᶍで࠶

ることが多ࡃ，またᑠㄽ文や面接等を用するሙ合が

多いことから，すて㞟ィから㝖いた。  

文系・⌮系ูに，に学科系⤫ࡈとのセンター試㦂

㓄Ⅼと個ู試㦂㓄Ⅼの合ィに༨める個ู試㦂㓄Ⅼの割

合（以ୗ，「㓄Ⅼẚ」という㸧のศᕸを♧したのがᅗ１

およࡧᅗ２で࠶る。㓄Ⅼの合ィを１としたᣦᶆで♧し，

センター試㦂と個ู試㦂の㓄Ⅼがྠじでࡤࢀ࠶ ���，
個ู試㦂の㓄Ⅼが┦対的に大きい大きな್をྲྀる

ᣦᶆとなࡗている。例えࡤ，ᅗ１の⏕活科学系学科に

おいては，㓄Ⅼẚが ����（⣙１�㸱㸧以ୗの大学のẚ

⋡が��㸣を㉸えている。なお，教育系の学科にࡘいて

はເ㞟༢位が⣽ศ化さࢀເ㞟༢位ᩘが多ࡃなることか

ら省␎した。また，ᮾிᕤ業大学のように出㢪時にセ

ンター試㦂のᚓⅬを基‽Ⅼとして用して，センター

試㦂のᚓⅬは個ู試㦂では考៖しない例が࠶ること，

大㜰大学等，ྠ୍のເ㞟༢位の中に」㞧な選抜を実施

するሙ合も࠶ることから，そのような例は㝖いて࠶る。

������

【原著】 大学入試研究ジャーナル第29号，91-98，2019

国公立大学における大学入試センター試験の選抜機⢻
̆̆合ุ定における大学入試センター試験の重みについて̆̆

石上 ᱜᢅ，ୖర ⋥樹（東北大学）
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さらに，ྠじເ㞟༢位でࡗ࠶ても学ၥ内容が」ᩘのศ

㔝にࢃたるሙ合は関ಀする」ᩘの系に重」カ࢘ントさ

ᅗ２は，大まかなഴࡧてᅗ１およࡗている。したがࢀ

向を♧すに␃まるもので࠶る。 

ᅗ１から，文系学部では⣙㸶割の学科等が個ู試㦂

の㓄Ⅼẚが ��� 以ୗでࡾ࠶，センター試㦂重どのഴ向

が見らࢀる。≉に，⏕活科学系においてはすてのເ

㞟༢位で㓄Ⅼẚが ��� 以ୗとなࡗている。また，法

学・⤒῭学系よࡾも文学系のうがセンター試㦂の࢘

�。ートがᑠさいഴ向がうかがえる࢙
�

ᅗ１  文系学科系⤫ูの個ู試㦂の㓄Ⅼẚ 

 

ᅗ２  ⌮系学科系⤫ูの個ู試㦂の㓄Ⅼẚ 

 

⌮系学部では㓄Ⅼẚが ��� 以ୗとなࡗているのは

⣙㸴割の学科等に␃まࡾ，文系とẚ㍑すると個ู試㦂

重どの選抜になࡗている。また，་学科，ṑ学科およ

る「選抜性の高い」学部学ࡺࢃ学科のような，い⸆ࡧ

科系⤫では個ู試㦂重どのഴ向が㢧ⴭで࠶る。≉にṑ

学科にࡘいては大学ᩘがᑡなࡃ，最も個ู試㦂重どの

㓄Ⅼとなࡗている。 

文系⌮系方ともに㓄Ⅼẚが ��� 以ୗの学部学科

系⤫が多いことから，㓄Ⅼẚࡔけで見ると，総じて現

行の国බ立大学の入学者選抜制度では個ู試㦂よࡾも

センター試㦂が重どさࢀているഴ向が明らかとなࡗた。

たࡔし，⌮系は文系にẚてເ㞟定ဨが多いഴ向に࠶

ることから，ເ㞟༢位ではなࡃເ㞟定ဨでẚ㍑すると

個ู試㦂重どの割合がᅗ１，ᅗ２の結果よࡾもቑຍす

るྍ能性が࠶る。 

また，୍ 例として⾲１に♧すように，ྠ じ学部学科系

⤫で㓄Ⅼẚをẚ㍑したሙ合，選抜性が高いとさࢀる大学

では個ู試㦂重どᆺの選抜となࡗているഴ向が見てྲྀ

ྠ，る。なおࢀ ୍大学のྠ୍学部内において」ᩘのເ㞟

༢位がタ定さࢀているሙ合でそࢀࡒࢀの㓄Ⅼẚが異な

るሙ合は，そࢀࡒࢀ異なるカテࢦリーにศ㢮さࢀている。�
 

⾲１  法学・ᨻ学系⤫の個ู試㦂の㓄Ⅼẚ（大学名㸧 

㓄Ⅼẚ 大学名 

㹼 ����
ᗈᓥ，㛗㔝┴立，㟷᳃බ立，ᶓᕷ立，Ᏹ㒔ᐑ，

ᚨᓥ，岡山，㤶ᕝ，山ᙧ，ᐩ山，ᑠᶡၟ，ឡ，

⌰⌫，信ᕞ，Ⲉᇛ，బ㈡ 

㹼 ��㸳 

大㜰，名古屋ᕷ立，和ḷ山，岡山，⇃本，ᒱ㜧，

⚄ᡞ，新₲，ᒾᡭ，ᶓᕷ立，㤳㒔大ᮾி，名古

屋，ி㒔ᗓ立，大㜰ᕷ立，㟼岡，୕重，㛗ᓮ，ឡ

，ᓥ᰿，㮵ඣᓥ，ᘯ๓，金ἑ，ᑠᶡၟ，ᇸ⋢，

高ᓮ⤒  ̈̀

㹼 ���� ᕞ，ᮾ，༓ⴥ，⟃Ἴ，ᾏ㐨，高ᓮ⤒  ̈̀

����㉸ ᮾி，୍ᶫ，ி㒔 
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次にセンター試㦂ᚓⅬと個ู試㦂ᚓⅬとの┦関関

ಀにࡘいて，ᮾ大学の㐣ཤのࢹータを用いて᳨ドを

行ࡗた。 

まࡎ，センター試㦂と個ู試㦂の総Ⅼの関ಀ性を見

る。ᅗ㸱は࠶るᖺ度の⌮系㸿学部，ᅗ㸲は文系㹀学部

にࡘいて，๓ᮇ日⛬試㦂受㦂者のセンター試㦂総Ⅼ

をᶓ㍈に個ู試㦂総Ⅼを⦪㍈にྲྀࡗたᩓᕸᅗで࠶る１�。

合᱁者を「Ɣ」，合᱁者を「�」で♧している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ㸱  㸿学部のセンター試㦂と個ู試㦂ᚓⅬศᕸ 

�� ��� ��� ��� ��� ����
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ṑᏛ⛉

⸆Ꮫ⛉

་Ꮫ⛉

ᩘᏛ࣭≀⌮⣔Ꮫ⛉

⋇་Ꮫ⣔Ꮫ⛉

㖔≀࣭㈨※࣭㔠ᒓ࣭ᮦᩱᕤᏛ⣔Ꮫ⛉

ᛂ⏝Ꮫ࣭ᛂ⏝≀⌮⣔Ꮫ⛉

Ꮫ࣭⏕≀࣭⣔Ꮫ⛉

ᶵᲔᕤᏛ⣔Ꮫ⛉

ᅵᮌ࣭ᘓ⠏࣭⎔ቃᕤᏛ⣔Ꮫ⛉

⤒ႠᕤᏛ࣭࣭࣮ࢠࣝࢿ࢚⣔Ꮫ⛉

㟁Ẽ࣭㟁Ꮚ࣭ሗ࣭㏻ಙᕤᏛ⣔Ꮫ⛉

㎰ⱁᏛ⣔Ꮫ⛉

⯪⯧࣭ᾏὒ࣭⯟✵࣭ᏱᐂᕤᏛ⣔⤫

㎰ᯘỈ⏘࣭⣔Ꮫ⛉

ಖ⾨⏕⣔Ꮫ⛉

㹼 ���� 㹼 ��� 㹼 ���� ����㉸

�� ��� ��� ��� ��� ����

ィ

᪥ᮏ文Ꮫ⣔Ꮫ⛉

እᅜ文Ꮫ⣔Ꮫ⛉

ྐ࣭ဴ࣭᐀࣭ᚰ࣭ᩍ࣭⣔Ꮫ⛉

ἲᏛ࣭ᨻᏛ⣔Ꮫ⛉

⤒῭࣭⤒Ⴀ࣭ၟᏛ⣔Ꮫ⛉

⏕ά⛉Ꮫ⣔Ꮫ⛉

㹼 ���� 㹼 ��� 㹼 ���� ����㉸
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ᅗ㸲  㹀学部のセンター試㦂と個ู試㦂ᚓⅬศᕸ 

�
ᅗ㸱，㸲のいࢀࡎにࡘいても，センター試㦂と個ู試

㦂との┦関がẚ㍑的ᙉいことがㄞみྲྀࢀる。┦関ಀᩘは

㸿学部では ����，㹀学部では ���� でࡗ࠶た。なお，

センター試㦂に対する個ู試㦂の㓄Ⅼẚは㸿学部が 

����，㹀学部が ����といࢀࡎも個ู試㦂重どの㓄Ⅼと

なࡗている。総Ⅼに対する実㉁的なᙳ㡪力ᣦᶆで࠶るඹ

ศᩓẚを⟬出したとこࢁ，㸿学部では ����，㹀学部で

は ����と，いࢀࡎも㓄Ⅼẚを上回ࡗた。 

୍方，科目ࡈとに見たሙ合には，総Ⅼによるศᯒとは

やや異なるᵝ┦がみらࢀることが࠶る。᳃⏣（����㸧
は，ᖹ成��，��ᖺ度の⌮学部およࡧ法学部のセンター

試㦂「ᩘ学」科目⩌２ࡘと個ู試㦂「ᩘ学」において，

「センター試㦂が‶Ⅼで࠶るேに㝈ࡗても個ู試㦂の

ᚓⅬは体の最高Ⅼから㸮Ⅼまでࡰᆒ等にᩓᕸして」

いるとした。そこで，本研究では㸿学部の受㦂者⩌のセ

ンター試㦂の「ᩘ学ϩ・㹀」のᚓⅬと個ู試㦂「ᩘ学」

のᚓⅬの関ಀを見た。対象としたᖺ度は᳃⏣（����㸧
よࡾ��ᖺ以上後のもので࠶る。その結果，ᩘ 学ではᅗ

㸳のように，᳃⏣が見出したとྠじୗ୕ゅᙧのศᕸが

た。なお，センター試㦂の「ᩘ学Ϩ・㸿」をࢀ現さࡰ

用いたሙ合もྠᵝのഴ向が見らࢀ，⌮科の「≀⌮」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ㸳 㸿学部の「ᩘ学ϩ・㹀」と個 「ูᩘ学」ᚓⅬศᕸ 

と「化学」にࡘいてもややᙅいが㢮ఝのศᕸとなࡗた。�
次に，センター試㦂の「外国ㄒ（ⱥㄒ㸧」と個ู試

㦂「外国ㄒ（ⱥㄒ㸧」のᩓᕸᅗをᥥࡃとやや異なるᙧ≧

のศᕸがみらࢀた。ᅗ㸴のように，通ᖖのᴃᙧのศ

ᕸの上ഃྑ➃の部ศがษ㝖さࢀたようなᙧ≧となࡗた。

なお，㸿学部におけるセンター試㦂と個ู試㦂の教科

科目ẖの┦関ಀᩘは⾲２のとおࡾでࡾ࠶，ྛ教科科目

ともに，そࢀなࡾの┦関のᙉさは☜認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ㸴  㸿学部のセンター試㦂と個ู「ⱥㄒ」ᚓⅬศᕸ 

 

⾲２ センター試㦂ᚓⅬと個ู試㦂ᚓⅬの┦関ಀ  ᩘ 

（㸿学部受㦂者体㸧 

教科科目等 ┦関ಀ  ᩘ

総Ⅼ ���� 
ᩘ学Ϩ・㸿－ᩘ学 ���� 
ᩘ学ϩ・㹀－ᩘ学 ���� 
≀⌮－≀⌮ ���� 
化学－化学 ���� 
ⱥㄒ－ⱥㄒ ���� 

 

��� 㓄Ⅼẚྰྜධ᭰ࡾ 

国の国බ立大学の大༙はセンター試㦂に対する

個ู試㦂の㓄Ⅼẚが ���以ୗでࡾ࠶，センター重どの

入学者選抜となࡗている。୍方，ᖹ成 �� ᖺ度入試に

おけるᮾ大学のྛ入試༊ศでは，㓄Ⅼẚが ���で࠶

る学部が１࠶ࡘる以外は，���� 㹼 ���� でࡾ࠶個ู試

㦂重どとなࡗている。そこで，次に，㓄Ⅼẚをኚ᭦す

ることで合ྰの結果にの⛬度違いが⏕ࡎるのかにࡘ

いて᳨ドし，㓄Ⅼẚのᙳ㡪を᥈るとともにその中でセ

ンター試㦂の機能にࡘいて᳨ドすることとした。 

 

������ ྜྰධ᭰ࡢࡾ考࠼᪉ 

最ึに，合ྰ入᭰ࡾの考え方にࡘいてࣔࢹルᅗᘧを

用いて☜認しておࡃこととする。 

⦪㍈に個ู試㦂の成⦼，ᶓ㍈にセンター試㦂の成⦼
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をとࡾ，ᴃ内にᚓⅬศᕸがみらࢀるようなᩓᕸᅗ（ᅗ

㸵㸧を考える。このとき，実㝿の合᱁者は合ྰをᘚู

するᩳ⥺アのྑ上にศᕸしている。୍ 方，⦪㍈にᖹ行に

ᘬかࢀた直⥺のྑഃには，個ู試㦂が実施さࢀなか 

ᅗ㸵  ΎỈ（����㸧合ྰ入᭰ࡾのࣔࢹル 

 

たと௬定したሙ合のセンター試㦂のᚓⅬのみによるࡗ

合᱁者がศᕸする。すなࡕࢃ，㡿ᇦ㹎には個ู試㦂が

こそ合᱁した受㦂者がศᕸし，㏫に㡿ᇦ㹎vࡤࢀたࡗ࠶

の受㦂者はྰとなる。ΎỈ（����㸧は合᱁者ဨに対

する㹎の㡿ᇦのேᩘの割合を「個ู試㦂の入᭰ࡾ⋡」，

㡿ᇦ㹏のேᩘの割合を「センター試㦂の入᭰ࡾ⋡」と

ࡔࢇ。実㝿にはアと，さらに個ู試㦂のみで合ྰ

をỴ定したሙ合の合ྰᘚูランを⾲す直⥺࢘の㸱ࡘ

の直⥺はⅬが୍⮴せࡎ，ᩳ⥺アのୗ，または，上に

ᑠさな୕ゅᙧの㡿ᇦが現ࢀるሙ合が࠶る。ᆶỈ・山本

（����㸧は๓者がいࢀࡎか୍方によるุ定ならࡤいࡎ

ࡗせることによࢃのᚓⅬを合ࡘも「合᱁」なのに２ࢀ

て「合᱁」となることから「運」，後者を㏫に「ᖾ

運」とした。なお，本✏でᢅう㸿学部，㹀学部ともに

㸱ࡘの直⥺はྠࡰじⅬを通ることが☜認さࢀている。 

 

 ࡁᘬ⥺ࡿࡅศࢆྰྜ ������

ᅗ㸵のᩳ⥺アにࡘいて考える。まࡎ，受㦂者のྛᚓ

Ⅼを 

x㸸センター試㦂のᚓⅬ（ྛ大学の基‽に基࡙いて教

科・科目ࡈとのᚓⅬに᪤定のഴᩳಸ⋡をຍした

後のᚓⅬ㸧 
y㸸個ู試㦂のᚓⅬ（ഴᩳ後のᚓⅬ㸧 
c１㸸センター試㦂と個ู試㦂の合ィⅬ 

と定めると， 

c１   x � y 

となる。次に，このᘧがセンター試㦂の㓄Ⅼと個ู試

㦂の㓄Ⅼの割合が௬に１㸸１で࠶るሙ合とすると，も

し，個ู試㦂の㓄Ⅼがセンター試㦂のそࢀの n ಸとな

 受㦂者の合ィⅬを cn として，ࡤࢀ

cn   x � n y 

となる。したがࡗて，ᅗ㸵のᩳ⥺アの直⥺のᘧは 

y   －�１ � n� x � &  �&は定 �ᩘ 

で࠶る。ここで，－�１ � n� は直⥺のഴきを⾲すので，

個ู試㦂の㓄Ⅼが大きい，すなࡕࢃ n が大きい

個ู試㦂の，ࡕࢃ直⥺のഴきは⦆やかになる。すな

ᚓⅬが重どさࢀる選抜となることがศかる。୍ 方で， n 
がᑠさࡃなる直⥺のഴきは大きࡃなࡾ，センター

試㦂のᚓⅬが重どさࢀることになる。n   㸮 で࠶るよ

うなᴟ➃なሙ合，直⥺のഴきは－ （҄↓㝈大㸧となࡾ，

ᅗ㸵の直⥺に重なる。すなࡕࢃセンター試㦂のみで

合ྰがỴ定さࢀることになる。 
したがࡗて，そのの㈨ᩱを用いࡎに，センター試

㦂のᚓⅬと個ู試㦂のᚓⅬのみで合ྰがỴ定さࢀると

すࡤࢀ，㓄Ⅼẚをኚ᭦することで合ྰᘚูランのഴ

きがኚࡾࢃ，合ྰの入᭰ࡾが㉳こるྍ能性がでてࡃる。 
 

������ 㓄Ⅼẚࡢྰྜࡿࡼධ᭰ࡾ 

以上のメージをᡭかࡾに，センター試㦂の㓄Ⅼ

に対する個ู試㦂の㓄Ⅼの㓄Ⅼẚの違いによる合ྰ入

いてල体的に᳨ドする。ここまで用いてきたࡘにࡾ᭰

いて，実㝿の㓄Ⅼẚとは異なるࡘの学部の事例にࡘ２

重みをかけて合ྰ入᭰ࡾࢃを見てみる。重みをኚえる

にᙜたࡗては受㦂した教科・科目のᚓⅬ等はそのまま

用し，個ู試㦂の総Ⅼに┦ᙜのಀᩘをࡎることと

した。センター試㦂の総Ⅼはそのまま用した。 

㸿学部にࡘいては，実㝿の㓄Ⅼẚが ���� ，最終的

に��名が合᱁となࡗていた。㓄Ⅼẚをそࢀࡒࢀ ���，
����としたሙ合にࡘいて，㓄Ⅼẚが ���� のሙ合とẚ

のようにኚ動するのか，成⦼上位者て総合㡰位が

にࡘいて調ると，最上位 �� 名⛬度はとࢇ㡰位

のኚ動は見らࢀないが，そࢀ以㝆はᙜึの㓄Ⅼにẚ

て，最大で �� 位⛬度のኚ化が見らࢀる。（ᅗ㸶㸧 

個々の受㦂⏕のᚓⅬにὀ目すると，センター試㦂で

┦対的に高いᚓⅬをᚓた者と個ู試㦂で┦対的に高い

ᚓⅬをᚓた者が┦ẅさࢀ，上ୗにࡰᆒ等にศかࢀる。

その結果が最終的な合᱁者にの⛬度ᙳ㡪をえるの

か，ᅗ㸷は㓄Ⅼẚを実㝿とྠᵝに ���� としたሙ合と 

���，���� としたሙ合の合ྰቃ⏺㏆のᩓᕸᅗで࠶る。

そࢀࡒࢀの㓄Ⅼẚにᛂじた㸱✀㢮の直⥺がᥥかࢀて 

 ⦼ᡂࡢヨ㦂࣮ࢱࣥࢭ
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ᅗ㸷  㓄Ⅼẚのኚ᭦による合ྰ入᭰ࡾ（㸿学部㸧 

�
⾲㸱  㸿学部における合ྰ入᭰ࡾேᩘと入᭰ࡾ⋡ 

㓄Ⅼẚ 合ྰ入᭰ࡾே  ᩘ 入᭰ࡾ⋡

���� 㸱名 �����
����� 㸳名 �����

�
いる。๓㏙のとおࡾ，直⥺のഴきが大きい㓄Ⅼẚ

がᑠさࡃなࡾ個ู試㦂の重みはపῶさࢀる。㓄Ⅼẚ

����を ���およࡧ ����にしたሙ合の合ྰ入᭰ࡾேᩘ

と入᭰ࡾ⋡は⾲㸱のとおࡾで࠶る。 

このことから，㓄Ⅼẚをኚえることによる合ྰの入

ともに，㡰位ኚ動の大きさを⋠ࡾ入᭰ࡧேᩘおよࡾ᭰

考៖するとẚ㍑的ᑠさいことがศかࡗた。 

次に，㹀学部にࡘいても実㝿の㓄Ⅼẚ ���� を ���
およࡧ ���� にしたሙ合にࡘいて，総合㡰位と合ྰ入

㸲のよう⾲，ࢁうኚ化するのか☜かめたとこがࡾ᭰

になࡗた。なお，合᱁者ᩘは���名でࡗ࠶た。 

 

⾲㸲  㹀学部における合ྰ入᭰ࡾேᩘと入᭰ࡾ⋡ 

㓄Ⅼẚ 合ྰ入᭰ࡾே  ᩘ 入᭰ࡾ⋡

���� 㸴名 �����
����� ��名 �����

 

㹀学部のሙ合，㡰位ኚ動が最大で���位を㉸える

たが，㸿学部とྠᵝ，合ྰ入ࢀースも見らࢣ大きな

た。個ู試㦂重ࡗはならなかࡃ大きࢀはそ⋠ࡾ᭰

どの㓄Ⅼẚをセンター試㦂重どᆺに⛣行しても，いࡎ

 。る࠶㉳きないのではさࡾの学部も入᭰ࢀ

 

�� �考ᐹ�
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まࡎ，国බ立大学で実施さࢀている๓ᮇ日⛬試㦂に

おいては，体のഴ向として多ࡃの大学ではセンター

試㦂を重どした入学者選抜システムがᵓ⠏さࢀておࡾ，

センター試㦂の結果が合ྰに大きࡃᙳ㡪していること

が改めて☜認さࢀた。୍方で，選抜性が高い，㞴関と

いࢀࢃる大学や学部学科系⤫にࡘいては個ู試㦂の࢘

てセンター試㦂と個ู試ࡗートが高い。選抜にᙜた࢙

㦂とがのように機能しているか，ල体的なࢹータに

基࡙いて事例的に᳨ドしたとこࢁ，受㦂者体では，

センター試㦂の総Ⅼと個ู試㦂の総Ⅼの間にはẚ㍑的

ᙉい┦関が見らࢀたことから，方がᴫࡡ選抜におい

て有効に機能しているものとุ᩿できる。 

センター試㦂の๓㌟となるඹ通➨１次学力試㦂（以

ୗ，「ඹ通１次」という㸧はᙜึ，ඹ通１次が個ู学力

᳨査のかなࡾの部ศを代᭰し，大学ࡈとの個ู選抜は

ᑠㄽ文や面接なの⡆༢なものが定さࢀていた。し

かし，ඹ通１次による大学のᗎิ化，その選抜力に

ၥを感じた大学ഃが２次試㦂でᚑ๓のように学力を☜

認しようとした（大㇂か，����㸧。個ู試㦂とẚ㍑

して，ඹ通試㦂の受㦂者ᒙの学力ศᕸはᖜᗈい。ඹ通

１次から現ᅾに⮳るまで，受㦂者はඹ通試㦂の⮬ᕫ᥇

Ⅼによࡗてᚿ㢪ඛをỴめるのが制度の基本となࡗてい

る。「೫ᕪ್㍯ษࡾ」なとᢈุさࢀるが，ᚿ㢪者にと

ては合᱁ྍ能性がᚿ㢪ඛをỴめる最も重要なᣦᶆでࡗ

ྛ，る。その結果࠶でࢁをᚓないとこࡴる以上，や࠶

大学の㞴᫆度ูのグループにᛂじてᚿ㢪者ᒙが⤠らࢀ

ている（内⏣か，����㸧。 

たࡔし，ྛ教科・科目ࡈとに見ると総Ⅼで見るとき

とẚ㍑してセンター試㦂と個ู試㦂はやや異なるᵝ┦

㸦㓄Ⅼẚࡀ㯮ࡣ���㸪ࡣ࣮ࣞࢢ����㸧 

ᐇࢱ࣮ࢹ 

㓄Ⅼẚ ��� 

㓄Ⅼẚ ���� 
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が見らࢀる。例えࡤ，ᩘ学では，᳃⏣（����㸧が見出

したᩓᕸᅗの୕ゅᙧのศᕸが現さࢀた。᳃⏣（����㸧
は，ᖹ成��ᖺ度のᮾ大学⌮学部受㦂者の「ᩘ学Ϩ・

㸿」でもྠᵝのᩓᕸを☜認している。本研究でもࡰ

ྠᵝのഴ向が見出さࢀたことから，ᮾ大学における

センター試㦂ᩘ学と個ู試㦂ᩘ学の関ಀはᖺ度を㉸え

てᏳ定しているものとᛮࢀࢃる。 

᳃⏣は，センター試㦂のᩘ学はၥ題㔞やィ⟬㔞をቑ

やすことでᖹᆒⅬ調ᩚを行うようになࡗておࡾ，セン

ター試㦂と個ู試㦂で「ྠじ能力を見ているとは考え

らࢀない �᳃⏣，�����」とした。୍ 方，村上か（����，
����㸧は名古屋大学の学⏕を調査༠力者として，ྠ じ

ၥ題に対するゎ⟅ᙧᘧの違いにࡘいて実㦂ィ⏬的に㏣

究した。その結果，࣐ーࢡシートᙧᘧとグ㏙ᘧとで 

らࢀるものは，ᩘ学の「学力」の㉁的ᕪ異ではなࡃ，

として 定している学力Ỉ‽のᕪࡔと結ㄽけた。 

こࢀらのゎ㔘は♧၀にᐩࡴ。ᅗ㸴のⱥㄒのศᕸをみ

ると，୍見，ᅗ㸳のᩘ学とは異なるศᕸにも感じらࢀ

る。しかし，よࡃ見るといࢀࡎのศᕸも枠外のྑഃ上

➃の部ศがษྲྀࡾらࢀたようなᙧ≧を♧す。すなࡕࢃ

個ู試㦂のᚓⅬศᕸとẚてセンター試㦂のそࢀは，

いࢀࡎの教科においても，ศᕸの上位ᒙが㢌ᡴࡕにな

る「ኳ井効果」が⾲ࢀているように見える。たࡔし，

⾲２で♧さࢀるように，教科によࡗてセンター試㦂と

個ู試㦂の┦関のᙉさの⛬度が異なるために，ศᕸの

ᙧがẚ㍑的ᖜの⊃いᴃになるか，ᖜのᗈいᴃにな

るかの違いで，ศᕸのᙧが異なࡗて見えるに㐣ࡂない。

いࢀࡎにしても，⾲２から，教科科目ࡈとのセンター

試㦂ᚓⅬと個ู試㦂ᚓⅬの┦関は，総Ⅼではなࡃ

ともそࢀなࡾにᙉいことがศかる。 

どⅬをኚえࡤࢀ，ᩘ学とⱥㄒの違いは，そࢀࡒࢀの

識ู性能にᛂじた，ᮾ大学の受㦂者ᒙの学力Ỉ‽に

対するセンター試㦂の選抜機能のᕪで࠶る。すなࡕࢃ，

ⱥㄒは最上位ᒙを㝖いて識ู性能をᣢࡘが，ᩘ学では

合ྰに関ࢃる上位ᒙにおいて識ู性能が༑ศで࠶る

ことを♧している。個ู試㦂は，ྛ教科・科目がセン

ター試㦂では༑ศに識ูできない学力ᒙのᚿ㢪者の学

力ᕪをさらにᚤ⣽に識ูする役割をᢸࡗている。 

୍方で，センター試㦂と個ู試㦂が学力の異なࡗた

面を見ていることも事実で࠶る。そࢀらのゎ⟅ᙧᘧの

違いは受㦂⏕の‽ഛにえる大学入試のἼཬ効果のၥ

題とᤊえるきでࢁ࠶う。ᐑ本・倉元（����� ����㸧
は，国立大学の入試ၥ題のとࢇがグ㏙ᘧで࠶るこ

とを♧した。ඹ通テストにグ㏙ᘧをᑟ入するㄽᣐとな

た「国立大学の受㦂者がグ㏙ᘧの‽ഛをしていない」ࡗ

という認識は実ែをṇ☜にᫎしていない。しかし，

多ࡃの大学がセンター試㦂に大きな㓄Ⅼを⨨いている

以上，受㦂⏕が࣐ーࢡシートᙧᘧに重きを⨨いた‽ഛ

をすることは㑊けらࢀない。 

 

��� 㓄Ⅼẚࡢྰྜࡀධ᭰ࡾࡿ࠼ᙳ㡪ࡢ⛬ᗘ 

᪤に見たように，受㦂者をᅛ定するならࡤ，定し

た⠊ᅖ内でセンター試㦂重どᆺの㓄Ⅼẚにኚ᭦したと

しても合ྰの入᭰ࡾ⋡は最大でも ��㸣以内にまる

ことがุ明した。個ู試㦂重どでࡗ࠶てもセンター試

㦂で┦ᙜ⛬度のᚓⅬをྲྀらないと㏫㌿は㞴しい。そࢀ

ではఱᨾそうなるのか，そのことはういうពをᣢ

のか，また今後のඹ通テストと個ู試㦂の枠組みをࡘ

考える上でのような♧၀をえるのでࢁ࠶うか。 

㓄Ⅼẚのタ定によらࡎ合ྰの入᭰ࡾ⋡がᑠさいこ

との⌮⏤として，センター試㦂ᚓⅬが⊃いᖜに㞟中し

ていることがᣲࡆらࢀる。例えࡤᅗ㸱は２ኚᩘの┦関

関ಀをどぬ的にศかࡾやすࡃ⾲現するᶆ‽的なᩓᕸᅗ

が，結果的にセンター試㦂ᚓⅬ（ᶓ㍈㸧と個ู試㦂ࡔ

ᚓⅬ（⦪㍈㸧の目┒ࡾᖜが異なる。そこで，ᅗ㸱をᶓ

㍈・⦪㍈ともྠじᚓⅬᖜをྠじᖜに⾲現したᩓᕸᅗを

ᅗ��に♧す。 

ᅗ �� ではᶓ㍈の⊃い⠊ᅖにࡰ直⥺≧にⅬが㞟中

している。実㝿の選抜では，ᅗ �� 上に㓄Ⅼẚにᛂじ

た合ྰのᘚูランが㍕ることになるため，㓄Ⅼẚに

ᛂじてᘚูランのഴきをኚえても，結果としての合

ྰの入᭰ᩘࡾはさ多ࡃはならないので࠶る。 

こࢀまでの᳨ドはࡃ࠶までも，࠶るᖺのᮾ大学の

文系⌮系の２ࡘの学部を事例としてྲྀࡾ上ࡆたもので

受㦂者ᩘࡤる。たとえ࠶その୍⯡化には㝈⏺が，ࡾ࠶

の多ᑡ（ᚿ㢪ಸ⋡の大ᑠ㸧，受㦂者の学力ࣞ࣋ル，合ྰ

ᘚูラン㏆の受㦂者の㞟✚の⛬度，センター試㦂

のᚓⅬと個ู試㦂のᚓⅬの┦関の⛬度なで入᭰ࡾ⋡

がኚ動するྍ能性はྰ定できない。 

そこでᮾ大学と㢮ఝしていると考えらࢀる㸴大

学とᮾ大学の ���� ᖺ度入試のᚿ㢪ಸ⋡を⾲㸳に♧

した（文部科学省，����㸧。大学によࡗて ��� ಸから 

��� ಸのᖜが࠶るがᖹᆒをとると ��� ಸとなࡾ大き

な違いはない。また，⾲㸴のように， �� 学部・㢮

系のうࡕ多ࡃが ��� ಸから ��� ಸの⠊ᅖにまࡗて

いる。ࡕなみに，本✏でྲྀࡾ上ࡆた㸿学部�㹀学部のᚿ

㢪ಸ⋡はそࢀࡒࢀ ��� ಸ， ��� ಸでࡗ࠶た。 

୍方で，内⏣か（����㸧によࡤࢀ，センター試㦂

の⮬ᕫ᥇Ⅼ結果と大学・学部の㞴᫆度を↷らし合ࢃせ

ることで，出㢪ඛがシフトした結果，➇தಸ⋡がᖹ‽

化さࢀるとし，ྠじ㞴᫆度ࢡラスのグループ内ではセ

ンター試㦂のᚓⅬがそのまま大学合᱁に直結するとの 
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ᅗ�� 㸿学部のセンター試㦂と個ู試㦂ᚓⅬศᕸ 

 

⾲㸳 ྛ大学のᖹᆒᚿ㢪ಸ⋡ 
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⾲㸴 学部・㢮ᆺẖのᚿ㢪ಸ⋡ศᕸ 
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報告がなさࢀている。⾲㸳は上のᣦを♧す事例の１

このような実ែから，㓄Ⅼẚが合ྰの，ࢀと考えらࡘ

入᭰ࡾにえるᙳ㡪の度合いがせいࡐい ��㸣⛬度に

まる≧ἣが⏕㉳さࢀるྍ能性が考えらࢀる。なお， 

よ୍ࡾ⯡的な議ㄽを行うためには，たとえࣈࡤートス

トラップ法を用いた༊間᥎定（๓ᕝ・⳥地，����㸧等

のようなシミࣗࣞーションによる᳨ウが必要となࢁう。 

 

��� ᚋࡢඹ㏻ࢺࢫࢸಶูヨ㦂ࡾ࠶ࡢ᪉ 

要⣙すると，国බ立大学の大学入学者選抜の現≧は

選抜性の⛬度にᛂじたそࢀࡒࢀのグルーࣈのྛ大学に

おいて，次のようなものでࢁ࠶うと考えらࢀる。 

センター試㦂の合ィⅬとྛ大学の個ู試㦂の合ィ

Ⅼの間には，ẚ㍑的ᙉい┦関が見らࢀ，୍方で୧者の

間には出題ᙧᘧの違いや学力の識ู機能のᕪ異がࡾ࠶，

選抜に㝿して有効に機能ศᢸがᅗらࢀている。しかし，

個ู試㦂の㓄Ⅼとセンター試㦂の㓄Ⅼを，選抜性の高

い大学でタ定する上㝈の⠊ᅖ内でセンター試㦂重どᆺ

から個ู試㦂重どᆺまでタ定をኚえたとしても，合ྰ

の入᭰ࡾ⋡がᮇᚅ大きࡃならないྍ能性が࠶る。 

合ྰの入᭰ࡾ⋡が定外にᑠさいことの外ᙧ的な

⌮⏤は᪤に見たとおࡾで࠶るが，そࢀはセンター試㦂

の⮬ᕫ᥇Ⅼ結果を用いた「受㦂者⮬㌟による体的な

୍次選抜機能」がാいて，ẚ㍑的ྠ㉁性の高い受㦂者

㞟ᅋがྠじ大学を受㦂しているからで࠶る。センター

試㦂重どでࡗ࠶ても個ู試㦂重どでࡗ࠶ても，そࢀら

の間にẚ㍑的ᙉい┦関が見らࢀることから，㓄Ⅼをኚ

えても合᱁者の㢦ゐࢀは大きࡃ異ならないྍ能性が࠶

る。合᱁者㞟ᅋは，そࢀࡒࢀのྠ㞴᫆度グループの大

学内で，センター試㦂と個ู試㦂のいࢀࡎもが高いࣞ

たࡗる。個ู試㦂重どの㓄Ⅼを行ࢀルのものに㝈ら࣋

としてもセンター試㦂がるࢃなかࡗた者が個ู試㦂

で㏫㌿をすることはྍ能ではないが，㠀ᖖに㞴しい。 

たࡔし，事๓にබ⾲さࢀた㓄Ⅼẚが受㦂⏕にメッセ

ージとしてఏࡾࢃ，ᚿ㢪者㞟ᅋそのもののᵓ成にᙳ㡪

をえるྍ能性は࠶る。すなࡕࢃ個ู試㦂重どの㓄Ⅼ

とした方が，㏫㌿のྍ能性にᮇᚅするᚿ㢪者をចきࡘ

け，ᚿ㢪者のセンター試㦂のᚓⅬศᕸがᗈがるྍ能性

はྰめない。しかし，ᅗ �� が個ู試㦂重どの大学の

か⏣内，ࡤࢀていることを考えࢀータを基にᥥかࢹ

������のᣦした，⮬ᕫ᥇Ⅼによる出㢪ඛシフトのᙳ

㡪は大きい。ࡴしࢁ，㓄Ⅼẚが受㦂⏕の‽ഛ行動に

えるᙳ㡪にὀ目すきࢁࡔう。すなࡕࢃ，センター試

㦂の㓄Ⅼが重けࡤࢀセンター試㦂重どの受㦂ຮᙉが行

個ู試㦂重どのࡤࢀるし，個ู試㦂の㓄Ⅼが重けࢀࢃ

受㦂ຮᙉが行ࢀࢃる。そういࡗたἼཬ効果のほⅬから，

 ヨ㦂࣮ࢱࣥࢭ
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㓄Ⅼẚのၥ題はないがしࢁにできないので࠶る。 

今後，新たなඹ通テストには，現行のセンター試㦂

と個ู試㦂の識ู機能の違いを༑ศࢃきまえࡘࡘ，ᑡ

なࡃともセンター試㦂とྠ⛬度の識ู機能をಖᣢする

ことをᮇᚅするとྠ時に，㓄Ⅼẚのࡾ࠶方࠶るいは学

力のㅖ要⣲等を㋃まえて，ྛ大学の入学者選抜はそࢀ

ࢃリシーに༶して体的に行࣏のアドミッションࢀࡒ

る。本✏でㄽじたように，今後もඹ通テ࠶きでるࢀ

ストの成⦼は合ྰỴ定に大きな役割を果たすでࢁ࠶う。

୍方で，個ู試㦂では，῝いᛮ考力をၥうグ㏙ᘧၥ題

をᇵうἼཬ効果がᮇᚅさࢀている。ඹ通テストとは異

なるほⅬでの学力ᢕᥱ，識ู性能の違いを༑ศ認識し

たうえで，個ู試㦂の㉁のᢸಖ，性能の向上に向けた

出題のᕤኵがྛ大学にồめらࢀる。�
ඹ通テストの用方法のみならࡎ，個ู試㦂のၥ題

のရ㉁もྵめて，今後の入学者選抜の枠組みにࡘいて，

ྛ大学が改めてᶍ⣴しᵓ⠏する必要が࠶る。そࢀと

ྠ時に，ཝしい⎔ቃの中で個ู大学がⰋ㉁の入試ၥ題

を出題し続けるためには，目に見えるල体的な支援が

望まࢀる。�
�
ὀ�
�� ල体的なᚓⅬの್は㍈の⾲♧から㝖いている。 
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